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　　人口の動き

一9月1臼現在一

男4，448（＋3）

女4，466（o）
計＆914（＋3）
世帯数2，226（o）

　（〉は前月比較
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WlLLKOMMEN川西へ
　よ　う　こ　そ

ドイツスポーツユーゲント
　　　　　　　　　　　　を迎える

　7月22日から8月13日まで、第18回日独スポーツ少
年団同時交流事業が実施され、新潟県では、8月5日から8

日までの4日間、川西町が団員を受け入れました．

　町に迎えた団員は、ライフシュナイダー・ジゲルさん（25

歳）以下、16歳から21歳までの男子5人、女子6人の、
一行12人です．
　一行は、民家での宿泊、スポーツ交流や同世代との意見交

換、星名邸の見学などをして、町の生活・習慣を少し体験し

ていきました．

圃休日救急医
9月15日中条病院（中条）a57－3018

　16日大島医院（川原町）a52－2957

　22日山口医院（下条）a55－2003
　23日至誠堂医院（西浦町）a52－3276

　29日池田医院（本町西）a52－2581

10月6日山口医院（袋町〉a52－2174

　10日庭野医院（寿町）魯52－2711
　13日　第二藤巻医院（上　野）費68－2018
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九
屋
百
、
第
五
回
町
議
会

臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会

期
は
一
日
で
す
。

　
議
会
人
事
、
条
例
の
一
部
改

正
三
件
、
議
瓜
ゑ
鋸
議
規
則
の
一

部
改
正
な
ど
が
原
案
ど
沿
η
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
人
事
決
ま
る

　
こ
の
議
会
人
事
は
、
以
前
か
ら
恒

例
と
し
て
任
期
を
二
年
と
し
て
お
り
、

い
っ
た
ん
辞
職
し
、
改
め
て
選
挙
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
長
に
は
、
小
林
寅
雄
さ
ん
（
6
7

議
　
長
　
小
林
寅
雄

歳
）
が
、
副
議
長
に
は
、
田
口
直
人

さ
ん
（
4
5
歳
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成

も
決
ま
り
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
・
順

不
同
）副

議
長
　
田
ロ
直
人

常
任
委
目
貝
A
五

　
　
（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

☆
総
務
文
教
委
員
会

灘
拳
舞

鏡

◎
上
村
　
広
治
　
○
南
雲

一
斥
田
哲
次
　
　
清
水

北
村
公
男
　
　
金
子

☆
産
業
厚
生
委
員
会

懸
謙i…羅

上村広治

澄
男進教

◎
平
野
正
義

柄
沢
悌
一
一

富
井
相
四
郎

押
木
　
　
二
貝

曜曜レ
平野正義

　　○
高田高
橋口橋

幸直
一人重

曲
㎜
冊

叩

血
欄

解

尉舷
範㎎

讐

救

工
事
の
蜜
多
を
祈
る

　
八
月
二
日
、
栄
橋
下
流
の
木
落
地

内
に
お
い
て
、
集
落
排
水
処
理
施
設

建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
実
施
さ

れ
、
小
野
新
潟
県
農
村
総
合
整
備
課

長
、
南
雲
町
長
ら
の
手
に
よ
っ
て
、

工
事
の
無
事
を
祈
る
ク
ワ
入
れ
式
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
橘
地
区
（
塩
辛
、

仁
田
、
野
口
）
と
、
木
落
・
川
辺
地

区
（
小
根
岸
、
三
領
、
木
落
、
寺
ケ

崎
）
の
下
水
を
処
理
す
る
も
の
で
、

本
年
度
分
と
し
て
、
工
事
費
お
よ
そ

三
億
一
、
四
〇
〇
万
円
が
投
じ
ら
れ

ま
し
た
。
同
施
設
は
、
来
年
八
月
中

旬
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
両
地
区
に
お
い
て
は
、
す
で
に
管

ク
ワ
入
れ
式

　
路
工
事
が
始
ま
っ
て
お
り
、
橘
地
区

　
は
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
平
成
六
年

　
度
ま
で
、
処
理
人
口
一
、
二
三
〇
人
、

　
管
路
延
長
九
、
六
八
マ
川
で
実
施
。

　
木
落
・
川
辺
地
区
は
、
平
成
元
年
度

　
か
ら
平
成
四
年
度
を
事
業
期
間
と
し
、

　
処
理
人
口
六
八
○
人
、
管
路
延
長
五
、

　
〇
三
〇
層
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い

　
ま
す
。

　
　
町
で
は
、
す
で
に
上
野
地
区
が
下

　
水
の
整
備
を
実
施
し
て
お
り
、
両
地

　
区
が
完
成
す
る
と
、
下
水
道
普
及
率

　
が
三
十
三
％
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

　
生
活
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
す
。

クワ入れの儀を行う南雲町長（
二番目）と関係者

集
落
排
水
処
理
施
設
の
建
設

予
定
地
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☆
建
設
住
民
委
員
会

　　懸嚢

◎
柳
　
　
藤
作
　
○
根
津
健
治
郎

滋
野
　
一
郎
　
　
桑
原
　
要
雄

小
海
　
貞
二
　
　
羽
鳥
　
力
夫

藤作柳

特
別
委
目
貝
会

　
　
（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

☆
信
濃
川
発
電
所
対
策
委
員
会

◎
滋
野

桑原柄
沢
高
橋
北
村

公　悌要一
男重二雄郎

○
富
井
相
四
郎

金羽田小
子鳥口海

澄力直貞
男夫人二

滋野一郎

☆
克
雪
対
策
委
員
会

◎
清
水
　
進

平
野
正
義

上
村
広
治

根
津
健
治
郎

押
木
　
　
貢

進

　○南柳戸高
雲田橋
教纏圭

☆
大
規
模
開
発
対
策
委
員
会

◎
根
津
健
治
郎

南高柳平
雲橋　野

　　藤正
教重作義

水清根津健治郎

○
柄
沢
悌
二

上
村
広
治

田
口
　
直
人

富
井
相
四
郎

高
橋
幸
一

議
会
運
営
委
員
会

　
　
（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

麟
鞍

　’・’蓉3

戸田哲次

◎
戸
田
　
哲
次
　
○
桑
原
　
要
雄

　
平
野
　
正
義
　
　
上
村
広
治

　
柳
　
藤
作
　
田
口
直
人

■
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
員

　
小
林
　
寅
雄
　
　
根
津
健
治
郎

　
富
井
相
四
郎
　
　
金
子
　
澄
男

■
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
議
員

　
小
林
寅
雄
　
　
平
野
　
正
義

　
田
口
　
直
人

監
査
委
員
は
柄
沢
悌
二
さ
ん

　
川
西
町
監
査
委
員
の
う
ち
、
議
会

議
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
人
は
、

柄
沢
悌
二
さ
ん
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

○
議
会
委
員
会
条
例

○
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例

　
議
会
運
営
委
員
会
の
新
設
な
ど
に

よ
る
改
正
で
す
。

○
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

冷
房
設
置
に
よ
る
使
用
料
の
改
正
。

灘

ス
ポ
溜
ツ
激
励
金

　
　
　
　
中
学
生
が
初
該
当

　
平
成
二
年
四
月
か
ら
町
が
実
施
し
て
麟
る
ス
ポ
ー
ッ
・
文
化
及
び
産
業

活
動
激
励
事
業
に
、
初
め
で
中
学
生
三
人
が
該
当
に
な
り
ま
し
た
。
三
人

は
、
八
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
長
野
県
廼
実
施
さ
れ
た
、
第
六
回
日

本
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
一
一
ア
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
天
会
艶
、
北
信
越
代
表
の

十
日
町
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
ジ
轟
ニ
ァ
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
・

　
（
敬
称
略
　
①
氏
名
②
住
所
③
感
想
）

①
山
口
同
橋
和
久
（
1
5
歳
）

②
神
社
町

③
ト
ラ
ッ
プ
が
と
に
か
く
う
ま
い

と
思
っ
た
。
ま
た
、
基
本
が
し
っ
か

り
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
出
場

で
き
た
こ
と
は
、
良
い
経
験
だ
っ
た
。

①
山
岸
直
人
（
1
5
歳
）

②
霜
条

③
ト
ラ
ッ
プ
が
う
ま
く
て
、
パ
ス

も
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。
相
手
の
チ

ー
ム
の
方
が
技
術
が
上
と
い
う
気
が

し
た
。

いつま③②①
○とい
　自一全伊村
　力と国
　がい大友山
つう会
　く言だ　大
　よ葉け
　うにあ　倫
　に尽つ　＿
頑きて　15
張る’　歳
　りOr　）たもう

ト
ラ
ッ
プ
”
パ
ス
さ
れ
た
球
を
受
け
球
勢
を
弱
め
る
な
ど
、
次
の
パ
ス
や

　
　
　
　
シ
ュ
ー
ト
ヘ
の
有
利
な
体
勢
を
つ
く
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術
。

螂
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み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
ド
イ
ツ

の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た

葉の不安も

　　乗り越える
言

　
八
月
五
日
か
ら
四
日
間
、
町
に
ド

イ
ツ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ー
ゲ
ン
ト

（
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
プ
フ
ァ
ル
ッ
．
南

バ
ー
デ
ン
一
行
十
二
人
）
を
迎
え
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

同
時
交
流
事
業
と
し
て
、
剣
日
本
体

育
協
会
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
、

ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ー
ゲ
ン
ト
と
の

交
流
協
定
に
基
づ
い
て
、
昭
和
四
十

九
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
青

，
譲
毒

灘
、
．

　
譲
灘
帯
鵡

　雛
騨

少
年
の
国
際
交
流
事
業
で
す
。

　
同
時
交
流
は
、
日
独
両
国
の
夏
休

み
期
間
中
に
ス
ポ
ー
ッ
活
動
を
中
心

と
し
て
、
相
互
の
文
化
・
生
活
・
習

慣
を
実
際
に
体
験
す
る
交
流
で
、
家

庭
泊
を
取
り
入
れ
た
方
式
を
採
用
。

今
回
は
、
町
で
十
の
家
庭
か
ら
受
け

入
れ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
五
日
の
町
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

は
じ
ま
り
、
六
日
の
星
名
邸
の
見
学
、

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、
川
西
高
校
生
徒
と

漉
篠
淺
覇

ドイツの歌を披露してくれました

の
意
見
交
換
、
ス
ポ
ー
ッ
交
流
な
ど
、

日
程
を
消
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
七
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
さ
よ

な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
団
員

を
代
表
し
て
、
エ
レ
ン
ベ
ア
ガ
ー
・

カ
イ
君
（
1
9
歳
）
が
、
　
「
温
か
く
私

た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
、
各
家
庭
の

皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
最
初

は
緊
張
と
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
す
ぐ
に
家
庭
の
一
員
と
し
て
受

け
入
れ
て
も
ら
い
、
言
葉
の
障
害
も
、パターゴルフは初めてなのバレーボールでスポーツ交流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間
、
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。
各
家
庭
の
皆
さ
ん
、
関
係
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

者
の
皆
さ
ん
の
親
切
は
、
忘
れ
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
、
あ
い
さ
つ
。

　
民
泊
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
ご
家

庭
の
皆
さ
ん
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
尽
力
で
、
今
後

も
、
同
時
交
流
が
両
国
の
青
少
年
に

と
っ
て
、
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
事
業

に
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

川西高校生徒との意見交換会

空
手
の
指
導
を
し
て
も
ら
う
カ
イ
君

製

聾
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八
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
六

日
聞
、
仙
田
地
区
で
仙
田
郷
子
ど
も

村
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
山
村
留
学
実
行
委
員

会
念
局
橋
幸
　
会
長
）
が
主
体
と
な

っ
て
進
め
た
も
の
で
今
回
で
二
年
目
。

都
会
の
児
童
と
交
流
を
深
め
、
自
然

の
中
で
の
自
立
生
活
や
、
農
家
の
生

活
体
験
を
す
る
こ
と
な
ど
を
主
な
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

キ
ネ
と
ウ
ス
で
、
本
物
の
モ
チ
つ
き
を

　
　
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
県
外
（
東
京
、
神
奈

川
、
埼
玉
）
か
ら
十
三
人
、
県
内
（
新

潟
、
長
岡
）
か
ら
四
人
、
地
元
の
仙

田
小
学
校
か
ら
十
五
入
、
計
三
十
二

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
八
日
、
克
雪
セ
ン
タ
ー
で
開
村
式

が
あ
り
、
高
橋
会
長
が
、
　
門
危
険
な

作
業
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
役
に
立
つ
こ
と
で
す
。
ケ
ガ
を
し

な
い
よ
う
は
、
協
力
し
て
子
ど
も
村

夏休みの思い出の一ぺ・一ジ

を
み
ん
な
で
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
南
雲
助
役
が
「
夏
休
み

の
思
い
出
の
一
ぺ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
、

最
後
ま
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

　
士
一
百
、
閉
村
す
る
に
あ
た
り
、

参
加
し
た
児
童
・
生
徒
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
の
感
想
を
発
表
し
で
く
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介

し
て
み
ま
す
。

　
農
家
の
思
い
出

　
　
　
私
立
暁
星
小
学
校
四
年

　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
邦
晃
君

　
　
ぼ
く
は
、
八
月
八
日
か
ら
十
三
日

ま
で
山
村
り
ゅ
う
が
く
に
い
っ
た
。

　
一
番
思
い
出
に
の
こ
っ
た
の
は
、
農

家
で
の
生
活
だ
。

　
最
初
の
日
に
、
地
図
を
も
っ
て
、

岩
瀬
の
金
子
敬
さ
ん
の
所
へ
出
発
し

た
。
初
め
は
、
ド
キ
ド
キ
し
た
が
、

十
分
ほ
ど
で
つ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、

ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

　
つ
い
て
か
ら
す
ぐ
、
こ
う
う
ん
き

に
の
っ
て
、
山
の
上
の
畑
ま
で
い
っ

た
。
そ
こ
で
、
い
も
を
は
こ
ん
だ
り

し
て
帰
っ
て
き
た
。
帰
っ
て
か
ら
、

夕
ご
は
ん
を
食
べ
た
。
百
％
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
ご
は
ん
と
、
と
れ
た
て
の
い

も
の
サ
ラ
ダ
と
、
つ
け
も
の
や
、
魚

な
ど
だ
っ
た
。
と
っ
て
も
う
ま
か
っ

た
。
　
二
日
目
は
、
七
時
き
っ
か
り
に
起

き
て
、
ご
は
ん
を
食
べ
た
。
そ
の
あ

と
、
ま
た
こ
う
う
ん
き
に
の
っ
て
、

山
の
上
ま
で
い
っ
た
。
じ
ゃ
が
い
も

を
と
っ
て
、
ス
イ
カ
を
は
こ
ん
だ
。

ナ
ス
や
ト
マ
ト
と
ピ
ー
マ
ン
を
と
っ

た
。
帰
っ
て
か
ら
、
わ
ら
で
な
わ
を

作
っ
た
。
豆
の
さ
や
を
は
た
い
て
、

豆
お
と
し
も
し
た
。
そ
の
あ
と
、
花

ふ
だ
を
お
し
え
て
も
ら
っ
て
、
み
ん

な
で
や
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
花
火
を

し
た
。
と
て
も
楽
し
い
農
家
の
生
活

だ
っ
た
。

　
思
い
出
多
き
六
日
間

　
　
　
秦
野
市
立
南
中
学
校
三
年

　
　
　
　
　
　
内
田
　
静
江
さ
ん

　
最
初
、
私
は
正
直
言
っ
て
こ
の
「
仙

田
郷
子
ど
も
村
」
に
参
加
し
た
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私

は
中
学
三
年
生
だ
し
、
友
達
と
行
く

わ
け
で
も
な
い
し
、
不
安
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
で
も
、
そ
の
不
安
は
こ
こ

へ
来
て
す
ぐ
な
く
な
り
ま
し
た
。
友

達
も
で
き
た
し
、
勉
強
の
こ
と
も
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
多

分
こ
こ
は
と
て
も
い
い
所
だ
っ
た
か

ら
忘
れ
る
の
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
で
も
、
一
つ
困
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
　
“
い
た
ず
ら
”
の
こ
と
で

す
。
最
初
は
も
う
少
し
ま
し
な
声
だ

っ
た
ん
だ
け
ど
、
い
た
ず
ら
さ
れ
る

度
に
怒
鳴
っ
て
い
た
の
で
、
こ
ん
な

声
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
は

“
怒
鳴
ら
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
”
と

思
い
、
後
悔
し
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
そ
う
い
う
悪
い
こ
と
ば
か

り
が
心
に
残
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
…
…
。
そ
の
何
百
倍
も
何
億
倍

も
何
兆
倍
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
、

良
か
っ
た
こ
と
が
心
の
中
に
残
っ
て

い
ま
す
。
仲
の
良
い
友
達
が
出
来
た

こ
と
、
星
座
な
ど
の
ク
イ
ズ
で
ビ
リ

に
な
っ
た
こ
と
、
農
家
の
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
、
指
導
員
の
方
と
仲
良

く
な
っ
た
こ
と
、
仙
田
小
学
校
の
先

生
方
と
い
っ
ぱ
い
お
話
を
し
た
こ
と
、

あ
ま
り
多
す
ぎ
て
、
こ
の
作
文
に
書

く
こ
と
が
出
来
な
い
く
ら
い
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　
六
日
間
と
い
う
と
、
一
四
四
時
間

で
す
。
一
四
四
時
間
と
聞
く
と
、
す

ご
く
長
く
思
え
る
け
ど
、
あ
ま
り
に

も
楽
し
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
、
六
日

間
と
い
う
日
数
の
短
か
さ
が
身
に
し

み
て
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
「
仙
田
郷
子
ど
も
村
」
に
参

加
し
て
教
え
ら
れ
た
こ
と
、
自
ら
学

ん
だ
こ
と
な
ど
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

し
た
。
教
え
ら
れ
た
こ
と
の
中
で
、

私
が
一
番
大
切
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
、

「
も
の
の
適
度
」
を
知
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
い
や
な
こ
と
を
我
慢

す
る
の
も
適
度
じ
ゃ
な
い
と
ス
ト
レ

ス
と
か
も
た
ま
る
し
、
わ
が
ま
ま
を

言
う
の
も
適
度
を
知
ら
な
い
と
み
ん

な
に
嫌
わ
れ
る
原
因
に
な
る
し
…
…
。

　
こ
ん
な
ふ
う
に
自
ら
学
ん
だ
こ
と

や
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
も
い
っ
ぱ
い

あ
っ
た
け
ど
、
楽
し
い
こ
と
な
ど
と

は
絶
対
か
え
ら
れ
な
い
…
…
。
そ
れ

が
私
が
過
ご
し
た
こ
の
六
日
間
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
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回撮竪潔くらまでだと・税金はか　回轍慰賑蕩ら’配偶者特

囲騨灘欄勲糊、ノ磯囚1粥晶黙雛曝
欄所得税　　　　　　1→奥さまの．マートの収入額ζこよって、控除額が

藤翻鰍鞭難毒蹟調警鵜轟＿合計所得
額が基礎控除（35万円）以下になり・所得税は入じ勧蹴蹴微蟹舞鷺亀ナ漿窮

かかりませんし・ご主人の所得からも配偶者控にでできません．

除瓢蕪あ収入にっいては、次の①②βす　　〈表2〉

父驚1蕩議茎輸㌘乳螺蟹計て収かか
①家内労働者、外交員、集金人、電力量計の検　　ヒ：》

針人など、特定の人に対して継続して労務の提

供をする方。

②事業所得および雑所得の必要経費と給与所得

の収入金額の合計が65万円に満たない方。

灘住民税
　パートや内職の年収が99万円以下ですと、給

与所得の金額が住民税の非課税限度額（34万円）

以下になりますので、住民税はかかりません。

〈表1〉

パートや内職

の収入

夫の所得から

配偶者控除が

自分自身に

所得税が 住民税が

99万円以下

99万円超

100万円以下
一　　〇　　，　　一　　一　　一　　9　　一　　一　　騨　　一　　甲　　o　　騨　　一　　騨

100万円超

受けられる
，　一　　瞬　一　　●　9　噌　一　　一　　，　　－　　一　　一　・　　一　9

受けられる

一　り　■　一　一　一　●　一　一　・　り　冒　り　一　，　甲

受けられない

かからない
一　　』　　一　　一　　“　　一　　一　　帽　　齢　　■　　一　　一　　”　　o　　一

かからない

●　一　　●　　■　　一　騨　　o　●　　一　．　　o　　甲　　一　一

　かかる

かからない
一　一　臼　・　一　魯　o　騨　■　一　一　●　の　一　．

　かかる
o　　－　　P　　●　　昌　尊　　．　　の　　o　　甲　　り　一　　騨　－　　o

　かかる

な
い
税
』
と
『
配
偶
者
控
除
』

配偶者のパート収入
配偶者

控除額

配偶者特

別控除額
合計

0～　699。999 35 35 70

700，000～　749，999 35 30 65

750，000～　799，999 35 25 60

800，000～　849，999 35 20 55

850，000～　899，999 35 15 50

900，000～　949，999 35 10 45

950，000～　999，999 35 5 40
1，000，000 35 一 35

1，000，001～1，049，999 一 35 35

1，050，000～1，099，999 一 30 30

1。100，000～1，149，999 一 25 25

1，150，000～1，199，999 ｝ 20 20

1，200，000～1，249，999 一
15 15

1，250，000～1，299，999 一
10 10

1。300，000～1，349，999 一 5 5
1，350，000以上 一 一 一

「
少
年
の
家
出
及
び
福
祉
犯
被
害
の
防
止
」
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
庭
盲
の
”
得
㎝
副
に
　
　
　
　
　
　
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
関
旭
が
翻
◎
蜜
す
か
早
3

　
夏
休
み
が
終
わ
る
九
月
は
、
家
　
　
　
よ
く
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た

出
を
す
る
子
ど
も
が
最
も
多
い
時
期
　
　
・
親
に
対
し
て
言
葉
遣
い
が
変
わ
っ

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
き
た
（
乱
暴
な
言
葉
を
使
う
よ

　
警
察
で
は
、
こ
の
月
を
「
家
出
少
　
　
　
う
に
な
っ
た
な
ど
）

年
発
見
保
護
活
動
及
び
福
祉
犯
取
締
　
　
　
こ
の
よ
う
な
”
前
兆
〃
を
見
過
ご

り
強
化
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
夏
休
み
の
間
に
、
子
ど
も
た
ち
の
　
　
　
家
出
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
駅
・

心
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
　
　
友
達
の
ア
パ
ー
ト
・
遊
技
場
な
ど
に

の
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
立
ち
回
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

　
少
年
た
ち
の
家
出
の
原
因
と
し
て
　
　
　
家
庭
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会

は
、
「
夏
休
み
の
不
規
則
生
活
」
「
遊
び
　
　
で
も
、
お
互
い
に
子
ど
も
た
ち
の
行

癖
」
「
学
校
嫌
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
　
　
動
に
関
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
の
家
出
を
防
ぐ
に
は
、
何

　
家
出
を
し
た
子
ど
も
の
な
か
で
、
　
　
と
い
っ
て
も
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
コ

九
人
に
一
人
は
非
行
を
犯
し
、
二
十
　
　
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
が
必
要
で
す
。

九
人
に
一
人
は
犯
罪
の
被
害
者
と
な
　
　
気
軽
に
話
せ
る
雰
囲
気
を
家
庭
に
つ

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
出
す
こ
と
か
ら
始
め
て
は
い
か

　
こ
の
よ
う
な
被
害
か
ら
子
ど
も
た
　
　
が
で
す
か
。
無
関
心
は
、
す
べ
て
を

ち
を
守
る
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
職
場
　
　
悪
く
し
ま
す
。

や
家
庭
で
子
ど
も
の
生
活
に
関
心
を

も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
喬

　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
丁
9
0
0

　
子
ど
も
力
家
出
を
す
る
前
に
は
　
　
　
　
肱
．
．
0

前
兆
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
給
鎚
　
　
　
　
　
　
　
亀
，
，
，

・
服
装
に
変
化
が
で
た
（
派
出
な
服
　
　
　
舶
Q
髪
ノ
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

を
着
る
紡
に
な
る
な
ど
）
　
∪
鳳
輕

・
生
活
習
慣
が
変
わ
っ
て
き
た
（
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
宅
時
間
が
遅
く
な
る
な
ど
）
　
　
　
　
蝿

・
い
ま
ま
で
、
か
か
っ
て
き
た
こ
と
　
　
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
｛

　
の
な
い
よ
う
な
人
か
ら
、
電
話
が

麟



第
2
回

　
川
西
町
の
給
水
普
及
率
（
普
及
率
・

給
水
区
域
内
人
口
に
占
め
る
給
水
人

口
の
割
合
）
は
、
現
在
ど
の
く
ら
い

で
し
ょ
う
か
．

　
上
水
道
区
域
で
見
て
み
る
と
、
平

成
三
年
七
月
末
現
在
で
給
水
区
域
内

人
口
八
、
三
四
八
人
、
給
水
人
口
八
、

二
九
九
人
で
、
普
及
率
は
九
九
・
四

。

ハ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

次
に
給
水
量
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
年
度
の
年
間
総
給
水
量
は

　
　
、
．
縫
、

7月に新たに上水道給水区域に

加えられた川辺地区の水管

約
七
万
ト
ン
、
一
日
最
大
給
水
量
は

二
、
九
一
九
ト
ン
で
、
給
水
人
口
ひ

と
り
当
た
り
で
は
三
五
九
リ
ッ
ト
ル
。

年
間
平
均
で
二
六
五
リ
ッ
ト
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
量
は
、
十
年
前

に
比
べ
、
約
二
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
現
在
の
生
活
様
式
が
、

い
か
に
水
を
必
要
と
し
て
い
る
か
を

表
し
て
い
る
と
同
時
に
、
節
約
し
よ

う
と
思
え
ば
で
き
る
、
と
い
う
こ
と

も
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
最
近
特
に
話
題
に
な

り
、
気
に
な
る
水
質
に
つ
い
て
見
て

み
ま
し
よ
う
。

　
現
在
、
水
道
水
の
水
質
基
準
は
、

水
道
法
な
ど
に
よ
り
、
三
十
数
項
目

に
わ
た
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
て
、
こ

の
項
目
に
従
い
、
専
門
機
関
が
定
期

的
に
採
水
し
、
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
水
道
水
の
場
合
、
年
間
を
通

じ
て
基
準
値
を
大
き
く
下
ま
わ
っ
て

お
り
、
ま
ず
、
安
全
な
水
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
た
だ
、
現
在
の
水
質
が

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
く

た
め
に
は
、
水
質
汚
染
が
進
行
し
な

い
と
い
う
前
提
が
必
要
な
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
お
鞭
毯
嫌
氷
蘂
ぽ
繋
・

　
最
近
は
ま
た
、
水
の
安
全
性
と
と

も
に
、
　
“
お
い
し
い
水
”
を
求
め
る

声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
で
は
、
こ

の
“
お
い
し
い
水
”
と
は
ど
の
よ
う

な
水
の
こ
と
を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
、
飲
む
人
の
好
み
や
置
か

れ
た
環
境
体
調
な
ど
に
よ
っ
て
大

き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
一
概
に
定

義
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
な
と
き

に
お
い
し
い
と
感
じ
る
よ
う
で
す
。

①
水
温
が
体
温
よ
り
も
二
十
～
二
五

　
度
低
い
と
き
。

②
気
温
が
高
く
、
湿
度
が
低
い
と
き
。

③
運
動
の
あ
と
な
ど
、
の
ど
が
渇
い

　
て
い
る
と
き
。

④
水
を
飲
む
容
器
や
、
周
囲
の
雰
囲

　
気
が
好
ま
し
い
と
き
。

⑤
臭
い
の
感
覚
が
最
も
敏
感
な
朝

　
水
に
臭
い
を
感
じ
な
い
と
き
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も

感
覚
的
な
も
の
で
、
こ
れ
と
は
別
に
、

厚
生
省
「
お
い
し
い
水
研
究
会
」
が

選
定
し
た
“
お
い
し
い
水
の
要
件
”

が
あ
り
ま
す
．

　
こ
れ
に
、
町
の
水
道
水
を
あ
て
は

め
て
み
る
と
、
表
の
よ
う
に
な
り
、

こ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
町
の
水
は
“
お
い
し
い

水
”
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
　
〃
お

い
し
い
”
と
い
う
感
じ
方

に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
こ
で
い
う
“
お

い
し
い
水
”
と
は
「
う
ま

い
」
と
感
じ
る
水
と
い
う

よ
り
は
、
誰
も
が
抵
抗
な

く
飲
め
る
水
、
つ
ま
り
、

「
ま
ず
く
な
い
水
」
と
い

っ
た
方
が
正
し
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
水

は
私
た
ち
が
生
活
し
て
い

く
う
え
で
一
日
た
り
と
も

欠
か
せ
な
い
、
生
命
の
根

源
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

こ
れ
を
安
全
に
、

け
ら
れ
る
こ
と
が
、

件
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

混
氷
の
懲
醗
懲
繋

水質要件と川西町の水

安
定
し
て
飲
み
続

最
も
重
要
な
要

　
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
に
は
、

豊
富
な
水
量
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
渇
水
の
心
配
は
な
い
の
で

し
よ
う
か
。

　
町
の
現
在
の
水
源
が
す
べ
て
地
下

水
で
あ
る
こ
と
は
、
先
月
号
で
紹
介

し
ま
し
た
。
深
井
戸
の
場
合
、
季
節

に
よ
る
変
動
が
少
な
く
安
定
的
に
水

量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
湧
水
を
水
源
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
や
、
配
水
池
の
容
量
が
比
較

的
小
さ
い
と
こ
ろ
で
は
、
夏
の
水
需

要
の
大
き
い
と
き
な
ど
に
大
量
の
水

水質項目
水道法に

よる基準

おいしい

水の要件

川西町の水
道水（平均）

説　　　　明

蒸発残留物 500㎎／Ω以下 30～200㎎／Ω 112
ミネラル含有量を示し、

多いと苫みを感じる

硬　　　度 30鵬／Ω以下 10～100㎎／Ω 37．5
カルシウム、マグネシウムの含有量

低し、とくせがない

P　H　値 5．8～8．6 6．0～7．5 7．2
弱酸性で、遊離炭酸を

含むとさわやかになる

有機物等 10mg／Ω以下 3mg／Ω以下 1．5 多いと渋昧をつける

臭　気　度 異常で
ないこと

3度以下 0 臭いは無いが一番

残留塩素 0，1㎎／Ω以上 0，4㎎／Ω以下 0．3 高いとカルキ臭い

水　　　温 一 20℃以下 13．6 生温い水はうまくない

を
出
し
た
場
合
、
一
時
的
に
需
給
の

バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。撫
楼
癒
懸
犠
鞭
璽
懸

　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
当
た
り
前
の
よ

う
に
出
る
水
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
何

気
な
く
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
、
限
り
あ
る
資
源
を
毎

月
消
費
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
家
庭
や
事
業
所
で
消
費

さ
れ
た
水
が
、
確
実
に
私
た
ち
の
飲

み
水
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
．

　
水
に
対
す
る
思
い
や
り
が
、
こ
れ

か
ら
は
求
め
ら
れ
る
時
代
と
い
え
そ

う
で
す
。
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聰
＿鵜麟轍騨麟醐『　　皿・

　　　　　　6年男子メドレーリレー

　灘灘

，　6年同
i①羽鳥奈穂子（橘）②小海明子（干手）③高橋智美（仙田）

i　5年50メートル平泳ぎ
i＊①星名泉（千手）＊②清水彩子（上野）③小林優（仙田）

i　6年同①
じ

i①小幡佑佳（橘）②小海真由美（上野）③水落太恵（同）
ロ

i　5年50メートル背泳ぎ
i①小林真由美（千手）②小木纏恵（仙田）③富井絵理（上野）
コ

i　6年同
レ

i①星名冴子（上野）②高橋陽子（同）③戸田美保子（橘）

i　5年50メートルバタフライ
ロ

i①長谷川美幸（仙田）②高橋るみ（千手）③田中藍（橘）

i　6年同
ロ

i＊①山本有紀（橘）②金崎彩（上野）③野上康代（千手）

i　5年200メートルR
i①仙田（樋口裕美、小林はるか、長谷川美幸、小林理恵）

i②上野（佐藤由梨、富井絵理、高橋三代子、清水彩子）

）i③千手A（保坂優海、星名泉、高橋るみ、小林真由美）
ロ

i　6年同
し

i＊①橘A（羽鳥奈穂子、水落沙織理、小幡佑佳、山本有紀）

i②上野A（古沢麻衣子、渡貫直美、高橋陽子、星名冴子）

i③千手A（松崎奈織子、柳香織、北野亜紀、小海明子）

町内小学校
親善水泳大会

8月8日
橘小学校プール
＊は大会新記録

　　5年100メートル自由型
①小林理恵（仙田）②渡貫智子（上野）③高橋三代子（同）

　　6年同
①水落沙織理（橘）②高橋智美（仙田）③渡貫直美（上野）

　　5年100メートル平泳ぎ
①星名泉（千手）②小林優（仙田）③清水抄子（上野）

　　6年同
＊①小幡佑佳（橘）小海真由美（上野）③水落太恵（同）

　　5年100メートル個人メドレー
＊①清水彩子（上野）②小林真由美（千手）③田中藍（橘）

　　6年同
①星名冴子（上野）②羽鳥奈穂子（橘）③古沢麻衣子（上野）

　　5年25メートルバタフライ
①高橋るみ（千手）②長谷川美幸（仙田）③高橋久美子（千手

　　6年同
＊①山本有紀（橘）②金崎彩（上野）③野上康代（千手）

　　5年50メートル自由型
①佐藤由梨（上野）②保坂優海（千手）③高橋三代子（上野）

売上金の’部を義

援金に

鴛
雛

八
月
三
日
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
同
駐
車
場

で
、
第
四
回
「
青
空
市
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
、
農
協
、
商
工
会
が
主
催
し
、
各
種

グ
ル
ー
プ
が
協
力
す
る
も
の
で
、
地
域
の
消
費
者
に

町
の
農
産
品
・
特
産
品
を
紹
介
し
、
地
元
の
需
要
拡

大
と
関
係
団
体
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

今
回
は
、
開
催
時
間
の
変
更
や
、
参
加
・
協
力
団

体
の
増
加
な
ど
も
あ
っ
て
、
例
年
に
も
増
し
た
活
気

あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

露
天
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
イ
カ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
、
野
菜
、
衣
料
品
、
果
物
、
日
用
雑
貨
、
食
品
な

ど
を
格
安
に
販
売
。
手
づ
く
り
農
産
加
工
品
展
示
即

売
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
作
品
展
示
即
売
、
「
な
か
ま
の
家
」

の
作
品
即
売
と
ス
ダ
レ
あ
み
の
実
演
、
手
づ
く
り
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
の
試
食
会
な
ど

　
　
　
　
　
　
轍
　
　
，
　
　
こ
の
売
上
金
の

　
　
　
鵬
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
は
、
長
崎
県

轡

　　　　灘
　　　熱　　騰　灘欝臓響

融
．纏
占

一
縷
灘
．

ー
繋
蟻

開
場
と
同
時
に
多
く
の
人
た

ち
が
目
当
て
の
場
所
へ

雲
仙
災
害
の
義
援

金
と
し
て
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
た
の

し
み
抽
選
会
や
ち

び
っ
こ
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
な
ど
も
繰
り

広
げ
ら
れ
、
に
ぎ

や
か
な
一
日
を
楽

し
み
ま
し
た
。
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　【男子1

　　5年200メートルメドレーR
①千手A（平沢克広、内山鉄兵、斎藤保、田村潔）

②仙田（高野将、高橋新、小林伸彦、高橋英宏）

③上野（星名淳二、渡貫陽介、高橋智之、田畑正樹）

　6年同
＊①千手A（小野塚拓也、片桐健太、五十川徳倫、渡辺洋平）

＊②上野A（清水利光、今井尚徳、根津隆、小柳直也）

③干手B（井上吉典、高橋伸一、高橋清、清水剛）

　5年100メートル自由型
①野沢貴宏（橘）②田村潔（千手）③田畑正樹（上野）

　6年同
　①小柳直也（上野）②大久保貴之（橘）③高橋麗史（千手）

　　5年100メートル平泳ぎ
　①高橋新（仙田）②渡貫陽介（上野）③内山鉄兵（千手）

　　6年同
　①片桐健太（干手）②高橋伸一（同）③長谷川正和（仙田）

　　5年100メートル個人メドレー
　①田畑正樹（上野）②平沢克広（千手）③田中一気（同）

　　6年同
＊①小野塚拓也（千手）②清水利光（上野）③根津隆（同）

　　5年25メートルバタフライ
　①斎藤保（千手）②小林伸彦（仙田）③高橋智之（上野）

　　6年同
　①五十川徳倫（千手）②高橋清（同）③山口敦史（橘）

　　5年50メートル自由型
①田村潔（千手）②野沢貴宏（橘）③高橋智士（千手）

　6年同
①小柳直也（上野）②渡辺洋平（千手）③五十嵐竜也（橘）

　5年50メートル平泳ぎ
①高橋新（仙田）②内山鉄兵（千手）③渡貫陽介（上野）

　6年同
①長谷川正和（仙田）②片桐健太（千手）③高橋伸一（同）

　5年50メートル背泳ぎ
①平沢克広（千手）②田中一気（同）③高野将（仙田）

　6年同
＊①清水利光（上野）＊②小野塚拓也（千手）③沢口晋（上野）

難

縫　　難囎　　　　　　　・

擁　　　　　　　　　灘醜襯鶴　　　＿　襯

　　繍　鰍　繊騒
榊

難覇
榊灘

：　　　　　　緊張の一瞬、スタートで決まることも
ヨ

ヨ

：　5年50メートルバタフライ
ヨ

i①斎藤保（千手）②小林伸彦（仙田）③茂野進（千手）
ド

i　6年同
コ

i①五十川徳倫（千手）②根津隆（上野）③高橋清（千手）

1　5年200メートルR
ロ

i①千手A（内山鉄兵、高橋智士、茂野進、田村潔）

i②橘A（高橋理貴、田中陽介、藤巻恵太、野沢貴宏）

i③仙田（小林英宏・小林宣昌、小林伸彦、高橋新）

i　6年同
i①千手A（小野塚拓也、高橋伸一、清水剛、渡辺洋平）

i②上野A（清水利光、今井尚徳、小柳直也、根津隆）

1③橘A（山口貴志、関口勝彦、五十嵐竜也、山口淳史）

i　【女子1
り
じ

i　5年200メートルメドレーR
i①千手A（小林真由美、星名泉、高橋るみ、保坂優海）

i②上野（富井絵理、清水彩子、佐藤由梨、高橋三代子）

i③仙田（小林理恵、小林優、長谷川美幸、小林はるか）

i　6年同
i①橘（田口沙織、水落亜耶、田中藍、田中千秋）

i②上野A（星名冴子、小海真由美、金崎彩、古沢麻衣子）

i③上野B（高橋陽子、水落太恵、渡貫直美、田畑あゆみ）

欄鰯鞍

、羅繍簸、繍轍轟

　
　
　
　
鞭



　
　哺
6
ρ
●

■

▲民踊流しは、きょうのハイライトです（14日岩瀬）

カ
メ
ラ
ル
ポ

廓
、
⑳

羅
　
　
欝
羅

　
毒
糠
，

　
欝

　
　
難

▲手づくり劇は、みんなが大喜び。今回は「マッ

　チ売りの少女」が出しものです（14日赤谷）

灘

▲みんな輪の中へ入って踊りましょう（14日千手小）

》
自
動
車
が
舞
台
に
早
変
わ

り
。
飛
び
入
り
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
（
27
日
木
落
）▲山田観世音奉納カラオケ大会。ススキで飾った舞台

　も、みごとなものです（16日霜条）

⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭

チ
ビ
ツ
コ
球
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

　
九
月
一
日
、
庚
塚
運
動
場
と
橘
運

動
場
で
、
町
少
年
野
球
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　
台
風
の
影
響
で
、
三
十
一
日
の
開

催
が
雨
で
一
日
順
延
さ
れ
、
一
日
も

大
会
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
日
は
残
暑
が
戻
り
、
選

手
も
応
援
の
人
た
ち
も
、
暑
さ
と
の

　
　
　
難
繭
、
w
、
灘
、
％

奮
　
闘

戦
い
も
あ
っ
た
一
日
で
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
こ
と
し
で
二
十
一

回
目
。
今
回
は
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
四
チ

ー
ム
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
四
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
か
ら
、

癒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
○
小
学
校

チ
ー
ム
と
い
う
呼
び
方
を
や
め
、
横

文
字
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
こ
と
し
は
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
で

　
　
は
千
手
タ
イ
ガ
ー
ス
が
、
B
ブ

　
　
ロ
ッ
ク
で
は
橘
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン

　
　
ダ
ー
ス
が
優
勝
。
A
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
優
勝
チ
ー
ム
に
は
優
勝
旗
と
カ

　
　
ッ
プ
が
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
チ

　
　
ー
ム
に
は
盾
が
、
そ
れ
ぞ
れ
手

　
　
渡
さ
れ
ま
し
た
。

3．9．10

選
手
を
代
表
し
て
、
小
川
正
君

（
仙
田
小
）
が
宣
誓
し
ま
し
た

始
球
式
の
も
よ
う



　
　
　
八
月
二
十
六
日
、
上
野
小
学
校
グ

礎　
　
こ
う
～
き
選
手
権
大
会
が
、
ま
た
、

　
　
二
十
七
日
に
は
上
野
諏
訪
神
社
境
内

　
　
で
、
第
二
回
ザ
！
し
ち
ん
ち
祭
が
あ

　
　
り
ま
し
た
。

　
　
　
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
上
野
青
年

　
　
会
（
渡
貫
文
人
会
長
）
が
、
上
野
諏
訪

　
．
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
企
画
し

　
　
た
事
業
で
、
毎
年
、
ユ
ニ
ー
ク
な
催

　
　
し
を
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
翔
べ
！
紙
ひ
こ
う
～
き
大
会
に
は
、

上
野
青
年
会
手
づ
く
り
演
劇

◎◎
◎
8

お
よ
そ
六
十
人
が
参
加
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い

に
紙
飛
行
機
を
折
っ
て
、
飛
行
距
離

を
競
い
ま
し
た
。

　
こ
の
競
技
の
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
輝
い
た
の
は
、
中
島
直
人
君
（
1
6

歳
）
で
、
距
離
は
二
二
・
五
五
メ
ー

ト
ル
で
し
た
。

　
ま
た
、
ザ
！
し
ち
ん
ち
祭
で
は
、

「
節
黒
城
風
雲
録
・
戦
国
篇
」
と
銘

打
っ
た
演
劇
が
あ
り
、
感
心
や
笑
い

の
声
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　　難

慧

難

灘
鞭灘

、
　
確

　　　纏　鞭撫
繍　　撒

難
、
轍

試
飛
行
で
は
、
大
き
な
紙
飛
行
機
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　　繊
　灘獺

　　　　　　　　　　響輔璽
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七
月
七
日
、
加
茂
市
で
、
第
十
三

回
中
越
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道

大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

第
十
一
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

総
合
体
育
大
会
の
予
選
も
兼
ね
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、左から南雲君、高橋（俊）君、高橋（渉）君

　　小林君、柄沢君、高橋（克）君

　
八
月
二
十
二
日
、
川
西
中
学
校
で
、

新
潟
県
少
年
の
主
張
十
日
町
・
中
魚

灘騰嚇灘
堂々と発表する田辺さん

　
こ
の
男
子
小
学
校
四
年
生
以
下
の

部
に
、
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も

ニ
チ
ー
ム
参
加
。
十
七
チ
ー
ム
の
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

結
果
、
わ
が
ス
ポ
少
A
チ
ー
ム
が
堂

々
の
準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
、
八
月
二
十
五
日
、

上
越
市
で
実
施
さ
れ
た
県
大
会
に
出

場
。
残
念
な
が
ら
、
一
回
戦
で
今
回

優
勝
し
た
白
根
チ
ー
ム
と
対
戦
。
惜

し
く
も
上
位
入
賞
を
逃
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
　
（
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お

り
で
す
。
敬
称
略
）

補木副中次先
欠将将堅鋒鋒

南
雲
基
延
（
中
屋
敷
）

高
橋
俊
博
（
田
中
町
）

高
橋
　
渉
（
中
仙
田
）

小
林
貴
志
蕎
原
田
）

柄
沢
健
太
（
沖
　
立
）

高
橋
克
幸
（
学
校
町
）

沼
地
区
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
郡
市
内
の
中
学
生

が
、
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
清
新
か
つ

建
設
的
な
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
ら
が
健
康
な
心
身
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
区
内
の
住

民
が
そ
の
健
全
育
成
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

今
回
で
十
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
発
表
は
、
各
中
学
校
の
代
表
十
人
。

川
西
中
か
ら
は
、
田
辺
紀
子
さ
ん
（
三

年
．
神
社
町
）
が
「
本
当
の
気
持
ち
」

と
題
し
て
発
表
し
、
奨
励
賞
と
な
り

ま
し
た
。
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習

し
演
な
悸

　
　
　
火

、
　
エ
↑

し
団
憂
方

　
　
　
B

て
消

備えをし

　　　町

各
分
団
ご
と
に
行
進
し
ま
し
た

雛
潔
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
纏
，
、
醗
鐵

　
す
ぐ
に
水
が
揚
げ
ら
れ
る
よ
う
に
ポ
ン
ブ
の
整
備

を
し
て
お
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。

　
八
月
二
牽
五
瞬
、
仙
田
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
町
消
防
団
秋
季
消
防

演習炉あり、

消
防
団
員
二
六
〇
人
、

ぷ
ン
プ
車
皿
台
、
積
載
車
十
台
が
集

合
し
ま
し
た
。

　
人
員
姿
勢
服
装
の
点
検
、
機
械
器

具
の
点
検
、
ぷ
ン
プ
操
法
、
分
列
行

進
、
仮
想
放
水
演
習
な
ど
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団

や
、
新
た
に
結
成
さ
れ
た
町
消
防
団

ラ
ッ
パ
隊
が
参
加
し
て
、
演
習
に
花

を
添
え
ま
し
た
。

　
住
民
一
人
ひ
と
り
が
注
意
や
自
覚

を
し
て
、
火
災
の
な
い
町
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

　
八
月
二
十
四
、
二
十
五
日
の
二
日

間
、
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新

潟
「
リ
ゾ
ー
ト
縦
断
ゲ
ー
ム
大
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・

リ
ゾ
ー
ト
新
潟
構
想
を
県
内
外
に
広

く
P
R
し
、
新
潟
の
潜
在
施
設
や
既

存
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
、
今
後
整
備
さ

れ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
誘
客
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
目
的
。
百
チ
ー
ム
（
県

外
二
士
二
、
県
内
七
十
七
）
、
二
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
塩
沢
町
を
中
心
に
、
大

和
町
、
十
日
町
市
、
川
西
町
、
松
之

ナカゴグリーンパークで
　リゾート縦断ゲーム大会
　
み
ん
な
の
目
が
注
目
す
る
な
か
、

第
一
打
が
打
た
れ
ま
し
た

南
雲
町
長
の

山
町
が
選
ば
れ
、
二
十
四
日
、
こ
の

ゲ
ー
ム
n
が
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
や
ミ
ス
川
西
ら
が
パ
タ
ー
を

し
て
、
誰
が
一
番
早
く
入
れ
る
か
と

い
う
霊
感
ゲ
ー
ム
で
は
、
ゲ
ー
ム
に

正
解
し
た
チ
ー
ム
が
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

を
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ

っ
て
、
一
回
打
つ
ご
と
に
一
喜
一
憂
、

に
ぎ
や
か
な
歓
声
が
沸
き
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で

「
な
か
ま
の
家
」
の
再
生
紙
づ
く
り

を
見
学
。
紙
す
き
器
で
再
生
紙
づ
く

り
も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
川
西

で
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

薪
‘

　
む
ま
　
ま

蕊畿罐
葦
　
　
　
　
華
　
　
　
　
嚢
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再
生
紙
づ
く
り
は
、
な
か
な
か

大
変
な
作
業
で
す



橘
医
療
利
用
組
合
③

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
胃
腸
を
病
ん
で
他
界

　
町
健
康
管
理
室
の
資
料
に
よ
る
と
、

昭
和
五
年
の
お
も
な
死
因
順
位
は
、

胃
腸
炎
、
肺
炎
及
び
気
管
支
炎
、
結

核
、
慢
血
管
疾
患
、
老
哀
、
悪
性
新

生
物
、
心
疾
患
、
不
慮
の
事
故
、
自

殺
、
慢
性
肝
疾
患
及
び
肝
硬
変
、
糖

尿
病
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
医
療
技

術
や
保
健
衛
生
が
現
在
に
及
ば
ず
、

ま
だ
克
服
で
き
な
か
っ
た
病
気
が
上

位
を
占
め
て
悲
惨
さ
が
わ
か
る
。

　
葬
式
の
続
い
た
日

　
昭
和
の
始
め
に
、
仙
田
村
で
赤
痢

と
腸
チ
ブ
ス
の
流
行
し
た
年
が
あ
っ

た
。
患
者
の
家
を
役
場
の
係
が
消
毒

し
て
ま
わ
り
、
そ
の
家
の
子
は
通
学

を
止
め
ら
れ
、
患
家
の
付
近
は
村
の

衆
が
息
を
殺
し
て
通
り
過
ぎ
た
。

　
予
防
注
射
の
日
、
人
力
車
に
乗
っ

て
学
校
へ
来
る
の
は
橘
診
療
所
の
先

生
で
、
温
和
な
車
夫
は
室
島
の
増
田

理
平
サ
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。

　
伝
染
病
を
恥
じ
て
ヒ
タ
隠
し
、
医

者
に
も
見
せ
な
い
で
手
お
く
れ
に
な

る
人
が
い
て
、
夏
の
盛
り
に
ソ
ウ
ラ

イ
の
続
く
悲
し
い
日
が
あ
っ
た
。
怖

い
も
の
見
た
さ
に
、
悪
童
と
焼
場
へ

行
く
と
異
な
匂
い
が
鼻
を
突
い
た
。

四
つ
石
の
上
か
ら
白
い
煙
が
出
て
お

　
　
わ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
く

り
、
藁
の
山
を
突
つ
き
な
が
ら
、
杓

で
水
を
か
け
て
焼
く
一
門
衆
の
切
な

げ
な
顔
が
見
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
東
洋
一
の
ゴ
ッ
タ
煮

　
橘
診
療
所
が
開
設
さ
れ
た
昭
和
九

年
は
、
こ
と
し
に
似
た
冷
た
い
夏
で

米
の
取
れ
な
い
困
窮
年
に
な
っ
た
。

村
々
の
農
家
は
ア
ン
ブ
、
練
り
粉
、

カ
テ
飯
が
常
食
と
な
り
、
倹
約
決
め

で
紙
巻
た
ば
こ
、
あ
が
り
酒
、
秋
事

酒
盛
等
が
固
く
禁
止
さ
れ
た
。

　
岩
瀬
の
権
兵
衛
が
、
ソ
ウ
メ
ン
に

い
も
の
ツ
ル
や
山
草
、
野
菜
く
ず
を

混
ぜ
て
ゴ
ッ
タ
煮
を
作
っ
た
ら
、
美

味
で
村
中
に
広
ま
り
、
東
洋
一
の
千

手
発
電
所
に
あ
や
か
っ
て
ト
ウ
ヨ
ウ

と
名
付
け
ら
れ
た
年
で
も
あ
る
。

　
身
欠
き
ニ
シ
ン
の
愛
情

　
生
活
に
こ
と
欠
く
農
家
の
最
大
の

悲
劇
は
、
自
分
の
耕
作
す
る
田
畑
が

自
分
の
所
有
地
で
な
い
こ
と
に
あ
っ

た
。
場
所
や
条
件
に
よ
っ
て
違
い
は

あ
っ
た
が
、
五
反
歩
（
約
五
十
ア
ー

ル
）
の
田
か
ら
三
十
俵
の
米
が
取
れ

た
と
し
て
も
そ
の
半
分
を
年
貢
に
取

ら
れ
、
残
り
の
十
俵
余
り
で
納
税
、

交
際
し
、
十
人
家
族
が
一
年
間
を
食

い
つ
な
ぐ
の
は
容
易
で
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
で
は
生
活
で
き
な
い
の
で
ボ

コ
サ
マ
を
飼
い
、
子
ど
も
は
小
学
校

も
高
学
年
に
な
る
と
ヤ
ロ
ッ
コ
や
モ

リ
ッ
コ
に
な
っ
て
ク
チ
ス
ギ
を
し
、

女
の
子
は
卒
業
を
待
っ
て
紡
績
工
場

へ
働
き
に
出
さ
れ
た
。

　
嫁
た
ち
は
子
育
て
を
姑
に
任
せ
、

野
良
仕
事
や
養
蚕
の
あ
い
間
を
近
所

　
ざ
ぐ
り

の
座
繰
工
場
へ
通
っ
た
。
並
酒
一
升

が
一
円
も
し
た
凶
作
の
年
に
、
一
日

五
十
銭
ほ
ど
の
金
を
貰
う
た
め
に
、

朝
六
時
か
ら
夜
は
七
時
ま
で
、
昼
休

み
も
し
な
い
で
機
械
を
ま
わ
す
と
ク

タ
ク
タ
に
疲
れ
た
。
そ
ん
な
妻
を
い

た
わ
り
、
家
人
に
内
緒
で
、
浜
の
テ

ン
ビ
ン
カ
ツ
ネ
（
柏
崎
の
海
産
物
行

商
人
）
か
ら
買
っ
た
身
欠
き
ニ
シ
ン

を
、
夜
の
寝
床
で
食
べ
さ
せ
て
く
れ

る
優
し
い
夫
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
早
死
し
た
カ
カ
た
ち

　
若
い
母
親
の
過
重
な
労
働
は
、
健

康
管
理
へ
の
無
関
心
に
つ
な
が
っ
て

出
産
・
育
児
や
子
ど
も
の
成
長
に
影

響
し
た
。
小
学
校
へ
上
が
っ
て
も
鼻

汁
を
垂
ら
す
子
が
多
く
、
着
物
の
袖

が
固
く
な
っ
て
テ
カ
テ
カ
に
光
る
。

授
業
中
に
ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
が
は
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
み

る
こ
と
も
あ
り
、
ク
サ
ガ
サ
が
膿
を

出
し
、
姻
虫
を
た
け
た
子
が
吐
い
た

り
腹
痛
を
起
こ
し
た
り
し
た
。

　
ど
こ
の
ム
ラ
で
も
死
産
件
数
や
乳

幼
児
の
死
亡
率
が
高
く
、
結
核
を
患

っ
て
命
を
落
と
す
若
妻
の
話
も
聞
か

れ
た
。
百
姓
の
カ
カ
た
ち
で
早
死
す

る
の
は
、
若
い
時
か
ら
ハ
タ
織
り
で

無
理
に
稼
い
だ
女
に
多
い
と
さ
さ
や

か
れ
、
主
婦
に
死
な
れ
た
家
は
医
者

代
に
も
こ
と
欠
い
て
田
畑
を
売
り
、

年
季
奉
公
し
て
借
金
を
弁
済
し
た
。

　
神
仏
に
す
が
る
家

　
川
西
郷
の
医
師
会
で
は
、
貧
し
く

て
治
療
費
を
払
え
な
い
者
に
は
無
理

に
請
求
し
な
い
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
協
定
を

悪
用
し
て
金
の
無
い
振
り
を
す
る
者

が
あ
り
、
こ
う
し
た
ズ
ル
イ
家
が
診

療
報
酬
を
一
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

は
、
そ
の
家
を
通
報
し
合
っ
て
だ
れ

も
診
な
い
処
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
国
保
や
救
急
車
の
無
い
時
代
は
、

夜
中
に
苦
し
む
病
人
が
か
え
っ
て
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
深

夜
に
医
者
を
頼
む
と
治
療
代
の
ほ
か

に
金
三
円
の
往
診
料
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
病
人
を
な
だ
め
て
神

仏
に
す
が
っ
た
家
が
珍
し
く
な
い
。

　
経
済
更
正
の
指
定
村

　
深
酷
な
不
況
の
村
に
医
療
利
用
組

合
を
設
立
し
た
橘
村
は
、
そ
の
行
動

が
、
昭
和
恐
慌
の
中
で
燃
え
上
が
っ

た
農
民
運
動
の
一
環
と
し
て
見
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
、
と
き
の
官
憲
に
無

産
党
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。

　
医
療
組
合
の
運
営
と
は
別
に
、
自

力
更
正
を
め
ざ
し
て
昭
和
八
年
に
経

済
更
正
の
指
定
を
受
け
た
橘
村
は
、

農
林
一
号
な
ど
産
米
品
種
の
統
一
や

統
制
販
売
、
養
豚
、
紫
雲
英
、
山
百

合
の
栽
培
を
挙
村
一
致
で
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
農
閑
期
に
は
信
電
工
事

の
土
方
に
出
て
働
き
、
冬
季
は
藁
工

品
の
生
産
に
力
を
入
れ
、
諸
事
を
倹

約
に
徹
し
て
窮
乏
か
ら
の
脱
出
を
は

か
る
の
で
あ
る
。

橘
診
療
所
の
役
職
員
（
昭
和
九
年
写
）

　
前
列
左
か
ら
漢
京
淳
初
代
所
長
、

木
村
鉄
蔵
組
合
長
、
野
沢
秀
保
専
務

理
事
、
須
藤
喜
作
事
務
員
、
後
列
の

左
か
ら
戸
田
貞
次
副
組
合
長
、
滋
野

登
良
男
事
務
員
、
村
越
藤
松
用
務
員

　
（
仁
田
　
戸
田
千
代
さ
ん
提
供
）

3．9．10魯



趣

ム
図
圖
團

圃
国
回
▽

新
刊
案
内
（
児
童
書
）
太
平
出
版

●
お
は
な
し
ゆ
う
え
ん
ち
全
二
十
巻

　
小
学
校
低
学
年
向

　
文
字
を
覚
え
は
じ
め
た
子
が
、
気

が
る
に
読
み
た
く
な
る
本
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
身
近
な
題
材
を
と
り
あ

げ
、
本
を
読
む
楽
し
さ
を
教
え
て
く

れ
る
幼
年
童
話
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

●
お
ば
け
文
庫
　
全
十
二
巻

　
小
学
校
中
学
年
～
高
学
年
向

　
お
ば
け
話
は
、
子
ど
も
た
ち
に
一

番
よ
ろ
こ
ば
れ
る
話
で
す
。
お
ば
け

話
を
日
本
中
か
ら
四
三
九
も
え
り
す

ぐ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
豊
か
な
空

想
の
世
界
に
案
内
し
ま
す
。
き
っ
と

本
ぎ
ら
い
な
子
ど
も
で
も
ひ
き
つ
け

て
は
な
さ
な
い
で
し
ょ
う
。

●
宇
宙
文
庫
　
四
巻

・
冬
の
星
座
の
は
な
し

・
春
の
星
座
の
は
な
し

・
夏
の
星
座
の
は
な
し

・
秋
の
星
座
の
は
な
し

　
、

　　　前
〃〃〃川
　　　光
　　　著

　
4
学
校
中
学
年
～
高
学
年
向

　
各
月
ご
と
に
、
め
じ
る
し
に
な
る

星
の
見
つ
け
方
か
ら
、
図
で
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

星
に
ま
つ
わ
る
ふ
し
ぎ
な
神
話
や
伝

説
な
ど
も
、
豊
富
な
さ
し
絵
を
と
り

い
れ
て
、
興
味
深
く
紹
介
し
ま
す
。

●
戦
争
が
あ
っ
た
日
の
は
な
し
二
巻

・
犬
の
戦
争
日
記

・
チ
コ
、
あ
の
空
を
と
べ

●
小
学
生
、
詩
の
く
に
へ
　
二
巻

・
た
ん
ぽ
ぽ
の
わ
た
毛

・
い
る
か
い
な
い
か
　
　
（
こ
と
ば
あ

そ
び
）
ニ
ュ
ー
を
研
究

32富＝＝＝＝＝＝＝＝3＝＝3＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

鞭
灘く
上
野
小
学
校
丁

3．9．10

繕
落
ま
ピ
か

3
年
水
落
ま
ど
か
さ
ん

学
校
給
食
の
メ

騨
鎚
鵜
盤
補
－
で
学
校

　
　
韓

　
　
　
　
こ
と
し
は
、
平
成
二
年
度
県
学
校
給
食
調
理

　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
（
課
題
献
立
部
門
）
で
最
優
秀
賞

　
　
　
に
な
っ
た
献
立
を
実
習
。
ゆ
か
り
ご
は
ん
、
夏

　
　
　
野
菜
（
六
種
）
の
み
そ
汁
、
さ
け
の
マ
ヨ
ネ
ー

　
　
　
ズ
焼
き
、
き
り
ぼ
し
大
根
サ
ラ
ダ
、
牛
乳
、
果

　
　
　
物
で
す
。

　
　
　
　
実
習
を
し
て
み
た
結
果
で
は
、
　
「
献
立
に
加

　
　
　
え
ら
れ
そ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

灘

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
嚢

ー
難
灘
　
　
嚢
ー

薄

　
ー
灘
　
構

、
葬
ー
－
難
犠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
き

ぽ

＝
　
　
　
　
　
4
年
高
橋
理
恵
さ
ん

器一一〇〇一〇〇〇一〇〇■D－0一一一レo一一剛■一〇〇〇一〇〇〇一

嚢
難

　
　
小
州
棄
巻

3
年
小
川
千
春
さ
ん

3
年
山
田
夏
菜
子
さ
ん

，
購灘鞭饗

5
年
富
井
絵
理
さ
ん

　
舞
灘
欝
難
，
嚢
蝋

　
徽
灘
醐
繋

　
　
　
君
㎜
　
麹
毒

介陽貫渡
　
　
　
　
騨
灘

昨
欝
灘
離
蟹
霧
講
嚢
．
4年押木美穂子さん

　　　　　　　　　（10月号は橘小学校です）
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㎜
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．
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．
0
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o
．
0
0
0
0
働
．
・
薗
●
6
0
8
．
o

．
．
●
o
．
0
6
0
■
6
．
・
．
o
層
．
■
6
・

　
　
　
良
治
　
（
三
条
市
）

丸
山
伴
四
郎
　
（
足
立
区
）

高
橋
　
恒
治
　
（
志
木
市
）

羽
鳥
　
乙
松
　
（
杉
並
区
）

匿
名
希
望
（
東
久
留
米
市
）

…
お
わ
び

　
仁
田
出
身
で
、
昭
和
四
十
年
（
一

九
六
五
）
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
わ
た
っ
た

佐
藤
徳
松
さ
ん
（
6
3
歳
）
が
、
八
月

九
日
、
奥
さ
ん
を
同
伴
し
て
、
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
二
十
六
年
前
、
「
男

と
し
て
何
か
や
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
で
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
わ
た
り
、

現
在
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
住
ん

で
宗
教
の
布
教
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
は
人
口
お
よ

そ
一
千
万
人
、
東
京
に
匹
敵
す
る
都

市
で
、
日
本
人
は
少
な
く
、
そ
の
た

め
、
日
本
人
会
と
い
う
よ
う
な
も
の

　
　
　
善

　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

広
報
発
行
に

佐
藤

万万万万万
円円円円円

　
八
月
号
昇
天
－
ご
め
い
福
を
祈
る

で
、
高
橋
健
造
（
サ
ク
）
が
高
橋
サ

ク
（
健
造
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

訂
正
し
ま
す
。

も
な
い
。
日
本
食
が
あ
っ
て
も
高
く

て
、
め
っ
た
に
食
べ
ら
れ
な
い
そ
う

で
す
。

　
今
回
の
帰
国
は
十
八
年
ぶ
り
で
、

久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
み
て
、
　
「
や
っ

ぱ
り
日
本
食
は
最
高
。
ま
た
、
水
が

良
い
せ
い
か
、
お
茶
が
う
ま
い
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
　
「
交
通
機
関
の
発
達
に
よ

り
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
経
由
で
二
十
四

時
間
で
来
れ
る
。
私
も
帰
っ
て
頑
張

り
ま
す
。
郷
土
の
皆
さ
ん
も
頑
張
っ

て
、
良
い
町
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

右から、佐藤徳松さん、奥さんのゆきえさん
佐藤秋男（兄）さん、南雲助役

■
0

水洗便所化環境保全

　　1　峰》建、〆
ク隔

｛’一』

ク1f，、　　　　　’
！　1・，

呂　　1’一！！　　　　，
一げ　　　　9　　　　　　　　　　　’・
　　　’一，”　　　　　　戸

〆
咽『　　　．

　きたないドブがなくなり、　　清潔で快適な水洗便所が使

街並みがきれいになります。　えるようになり、非衛生的な

また、蚊や蝿の発生も防いで　くみ取り便所がなくなり、悪

伝染病などの予防にもなりま　臭もなくなります。

す。

9
月
1
0
日
か
ら
一
週
間
は

全
国
下
水
道
促
進
デ
ー

　　　　　　　　　　　　　水質保全
　　　　”、
　　　 叡畷一燭ir’，　　　　　　　　河川、湖沼、海などの水が汚れると水中

、召）艇麗、舞　1：欝継暴饗難蜘1と蠕

避1欝1、緊』響端P騰鶏轟欝る繕募餐継

　汚水が終末処理場に集められ、きれ　られていますが、下水道は、この水質基準

いな水に処理されてから公共用水域に　の達成のために大きな役割を担っています。

かえされるため、川や海をよごれから

まもります。

　　　　※五水道のことでわからないことがありましたら、
　　　　　こ照会ください。役場農村総合整備係魯68－3111

◆
戦

◆◆◆◆◆く

34チ
白倉Aが優勝

　
　
　
　
八
月
二
十
九
日
、
庚
塚
運
動
場
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
塀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
か
つ

　
　
　
　
腱
踊
翼
擢
．

灘
鰍

第
十
六
回
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
三
十
四
チ
ー
ム

が
参
加
。
　
「
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を

見
て
く
れ
」
と
ば
か
り
に
、
対
戦
に

臨
む
意
気
込
み
は
、
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
熱
い
老
人
パ
ワ
ー

を
垣
間
見
た
一
日
、
結
果
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

監講
白
倉

二
分
団
三
箇
岩
瀬

BAAA
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盛
舞製

　
曝
旭
犠
膿
葛
葛
葛
骸
犠
葛
窄
φ
葛
名
嵐

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
た
か
ゆ
き
　
ツ
ナ
　
　
は
　

川
崎
　
孝
幸
勅
　
丑
、
、
男
中
島
町

清　　高　　数　　根
水　　橋　　藤　津
真ま

古こ　恵え
人と　理り　巧気　元ズ

明賢　光和　節勝市敬

美司　子弘　子夫子郎
三　　　二　　　長　　長
男　　女　　男　　男

上　　高　　沖　上
　　　原
野　　田　　立　　野

田
・
詩
諜
轡
女
木
落

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

太
田
　
和
幸
1
8
（
治
　
平
）
田
中
町

高
橋
順
一
郎
82
（
順
興
）
醗
嬬
勅

齋
木
安
太
郎
8
9
（
政
　
隆
）
小
　
脇

小
わ
琶

　
　
　
畔
項

太
田
白
南
風
選

三
つ
指
で
ひ
ね
り
て
蒔
く
や
大
根
種

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

鳥
追
の
稲
田
に
吊
し
大
目
玉

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

大
樫
広
が
る
邸
の
苔
の
花

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

青
き
も
の
盛
り
上
げ
供
え
盆
仏

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

夏
帽
子
帰
省
せ
し
子
の
長
き
髪

　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
　
江
口
み
ゆ
き

大
空
に
ひ
び
き
わ
た
り
て
花
火
消
ゆ

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

片
隅
に
手
繰
ら
れ
て
あ
り
西
瓜
蔓

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

畦
道
の
干
草
の
香
を
と
ど
め
た
る

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

盆
過
ぎ
て
急
か
ね
ば
な
ら
ぬ
蕎
麦
を
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

風
鈴
の
涼
し
く
揺
れ
る
青
田
風

　
　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
　
詩
郎

こ
だ
ま
す
る
今
熊
太
鼓
や
盆
踊
り

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

線
香
を
焚
き
て
閻
魔
と
目
を
合
わ
す

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
頼
太

不
揃
い
の
向
日
葵
の
道
登
校
日

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

熟
し
た
る
棚
の
葡
萄
に
蜂
と
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
上
野
星
名
春
子

虫
の
音
の
一
際
冴
え
て
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
根
津
と
さ
子

鳳
仙
花
三
色
の
花
門
涼
み

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

長
梅
雨
の
あ
が
り
て
す
ぐ
に
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

雨
待
ち
て
晴
れ
際
も
よ
し
大
根
蒔
く

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
遊
人

ひ
ま
わ
り
に
唱
歌
が
そ
ろ
う
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
臼
祷

唐
ま
め
の
丈
高
く
な
り
秋
近
し

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

夏
寒
や
新
暑
を
堀
る
茎
青
き

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

く
ち
な
し
の
匂
え
る
部
屋
を
掃
き
に
け
り

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

と
り
ど
り
の
力
士
幟
や
風
涼
し

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

置
く
笠
に
羽
休
め
た
る
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
　
田
中
　
優
美

雨
上
り
風
鈴
の
音
も
冴
え
わ
た
り

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

大
げ
さ
に
音
し
て
蓮
田
に
雷
雨
来
る

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺
　
　
朝

夏
祭
伴
天
の
子
の
威
勢
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

う
ら
盆
の
三
世
揃
う
て
墓
参
り

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川
　
　
亘

鮎
ま
つ
り
夜
空
を
こ
が
す
大
花
火

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

ひ
と
刷
毛
の
雲
の
流
る
～
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
静
江

雨
は
れ
て
風
さ
わ
さ
わ
と
秋
隣
り

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
数
藤
　
壮
一

突
然
に
葉
の
揺
れ
落
ち
る
蓮
の
露

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

む
し
暑
き
病
床
に
伏
し
夜
の
長
き

　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
春
日
　
ぶ
ん

　　　投　句　要　領
　　（締め切り毎月末日厳守）

》はがき1枚に5旬前後。》題はと
くに定めません。そのときの季節に

合ったものならなんでも可。レ町内

名、氏名（雅号でもよい）明記。》

川西町役場内「文書広報係」または、

中央町「太田白南風」あて。

》初心者の投句歓迎。

滑
醗
響
・

　
血
液
か
ら
老
蕩
堕
取
り
出
し
、

そ
れ
を
尿
と
し
て
排
泄
す
る
、
こ
の

地
味
な
仕
事
を
一
生
続
け
て
い
く
の

が
腎
臓
で
す
。
無
口
な
臓
器
で
、
病

気
に
な
っ
て
も
な
か
な
か
弱
音
を
は

か
な
い
こ
と
、
大
半
の
病
気
が
進
行

性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
尿
検
査
を
す
る
と
、
腎
臓
の
働
き

を
知
る
と
と
も
に
、
か
ら
だ
の
情
報

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
尿
検
査

で
何
を
調
べ
る
か
、
陽
性
の
場
合
ど

ん
な
病
気
の
可
能
性
が
あ
る
か
と
い

い
ま
す
と
、

　
た
ん
ぱ
く

ス
尿
蛋
臼
…
…
腎
臓
病
（
急
性
腎
炎

　
慢
性
腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
・
腎
不

　
全
な
ど
）
や
尿
路
系
の
病
気

　
　
　
　
　
　
　
　
ば
う
こ
う

茶
尿
潜
血
…
…
腎
臓
や
膀
胱
の
腫
瘍
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腎
尿
管
結
石
．
膀
胱
炎
．
尿
道
炎
誘

ウ
尿
糖
．
…
腎
臓
な
ど
の
異
常
．
糖
還

藤
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
：
…
塵
痴

熱
性
の
疾
患
●
溶
血
性
貧
血
●
溶
囎

血
艶
厩
　
　
　
　
雛

と
い
っ
た
病
気
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
爾
臨

隆
臼
は
生
理
性
醤
尿
蘇
．
騒

て
　
高
蛋
臼
の
食
事
を
し
た
後
　
激
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し
い
運
動
を
し
た
後
、
月
経
前
に
蛋

臼
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

子
供
や
若
い
人
が
長
時
間
立
っ
て
い

た
り
、
運
動
後
に
排
泄
さ
れ
る
起
立

性
蛋
臼
尿
と
い
っ
た
一
過
性
の
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　
尿
潜
血
は
、
健
康
な
人
で
も
激
し

い
運
動
の
あ
と
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。　
で
す
か
ら
、
尿
に
異
常
が
あ
る
と

言
わ
れ
た
方
は
、
く
り
返
し
検
査
を

行
な
い
、
一
時
的
な
も
の
か
、
病
的

な
も
の
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

続
く
時
は
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。《
腎
臓
を
い
た
め
る
生
活
習
慣
》

・
過
労
を
避
け
る

・
塩
分
を
ひ
か
え
る

・
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る

．．ノ


